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令 和 ３ 年 第 １ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 令 和 ３ 年 ２ 月 2 6 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。 本 日 こ こ に 、 令 和 ３ 年 第 １ 回

小 城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 の

皆 様 に は 、 御 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

そ れ で は 、 こ れ よ り 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す

議 案 の う ち 、 先 議 を お 願 い し た い 分 か ら 提 案 理 由 を 御

説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、議 案 第 1 1 号  令 和 ２ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正

予 算（ 第 1 1 号 ）で ご ざ い ま す が 、既 定 の 歳 入 歳 出 予 算

に 、 そ れ ぞ れ １ 億 4 , 4 6 6 万 ９ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の

予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 7 5 億 9 , 9 8 3 万 ４ 千 円

と す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ２ 表  繰 越 明 許 費 補 正 は 、「 第 ２ 弾 小 売 店 舗 等 復 興

応 援 券 事 業 」 を 追 加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 歳 出 は 、 第 ２ 弾 の 小 売

店 舗 等 復 興 応 援 券 に 係 る 費 用 を 計 上 し 、 歳 入 は 、 財 政

調 整 基 金 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

以 上 、 先 議 分 の 議 案 に つ き ま し て は 、 そ の 概 要 を 御

説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 御 審 議 の 上 、 御 承 認 賜 り ま す

よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  
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続 き ま し て 、 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す 議 案 の

提 案 理 由 を 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 １ 号 か ら 議 案 第 ２ 号 ま で の 専 決 処 分 の

承 認 を 求 め る こ と に つ い て で ご ざ い ま す 。  

 

議 案 第 １ 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 小

城 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和

２ 年 小 城 市 条 例 第 2 8 号 ）に 規 定 す る 軽 減 判 定 制 度 の 適

用 区 分 を 明 確 に す る た め 、 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 っ た

も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 ２ 号  令 和 ２ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正

予 算（ 第 1 0 号 ）で ご ざ い ま す が 、既 定 の 歳 入 歳 出 予 算

に 、 そ れ ぞ れ １ 億 8 , 8 7 2 万 ５ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の

予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 7 4 億 5 , 5 1 6 万 ５ 千 円

と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 歳 出 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス ワ ク チ ン の 接 種 に 係 る 費 用 を 計 上 し 、 歳 入 は 、

国 庫 支 出 金 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

以 上 の ２ 議 案 に つ き ま し て は 、 議 会 を 招 集 す る 時 間

的 余 裕 が な か っ た た め 、 や む を 得 ず 地 方 自 治 法 第 1 7 9

条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 条 例 は 令 和 ２ 年 1 2 月 2 8 日 付
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け 、予 算 は 令 和 ３ 年 １ 月 2 2 日 付 け で 専 決 処 分 を い た し

ま し た の で 、 同 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り こ れ を 報 告 し 、

議 会 の 承 認 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 ３ 号  小 城 市 特 別 職 の 職 員 で 非 常 勤 の

も の の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 別 表 に 災 害 弔 慰 金 等 支 給 審 査

委 員 会 委 員 を 追 加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 ４ 号  小 城 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 で ご ざ い ま す が 、 市 税 の 減 免 に 係 る 申 請 書 の 提 出

期 限 を 延 長 す る た め 、 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で

ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 ５ 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 等 の

一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 保 険 税 の 税 額 を

見 直 す と と も に 同 税 の 減 免 に 係 る 申 請 書 の 提 出 期 限 を

延 長 す る た め 、 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い

ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 ６ 号  小 城 市 特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 及 び

特 定 地 域 型 保 育 事 業 の 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 子 ど も ・ 子 育

て 支 援 法 の 改 正 に 伴 い 、 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の

で ご ざ い ま す 。  
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次 に 、 議 案 第 ７ 号  小 城 市 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業

の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業

の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 の 改 正 に 伴 い 、 放 課 後 児

童 支 援 員 の 認 定 資 格 を 得 る た め の 研 修 に 中 核 市 が 実 施

す る も の も 含 め る こ と が で き る よ う に な っ た た め 、 所

要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 ８ 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ

等 特 別 措 置 法 の 改 正 に 伴 い 、 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う

も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 ９ 号  小 城 市 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正

す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 民 法 の 改 正 等 に 伴 い 、 所 要

の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 1 0 号  佐 賀 県 市 町 総 合 事 務 組 合 規 約 の

変 更 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 一 部 事 務 組 合 規 約 の 変

更 は 、 地 方 自 治 法 第 2 8 6 条 第 １ 項 及 び 第 2 9 0 条 の 規 定

に よ り 関 係 地 方 公 共 団 体 の 議 会 の 議 決 が 必 要 と な る も

の で ご ざ い ま す 。  

変 更 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 佐 賀 県 市 町 総 合 事 務 組

合 の 事 務 所 の 移 転 に よ り 、 事 務 所 の 位 置 並 び に 同 組 合

が 共 同 処 理 す る 事 務 と し て 設 置 、 管 理 及 び 運 営 す る 会



5 

館 の 名 称 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

 続 き ま し て 、 予 算 関 係 議 案 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

 

ま ず 、議 案 第 1 2 号  令 和 ２ 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保 険

特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ３ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算

に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 7 , 5 9 0 万 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予

算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 5 0 億 6 , 9 1 4 万 ４ 千 円 と す

る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 歳 出 に つ き ま し て

は 、 保 険 給 付 費 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

歳 入 に つ き ま し て は 、 国 民 健 康 保 険 税 及 び 保 険 給 付

費 の 増 額 に 伴 う 県 支 出 金 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。 

 

次 に 、議 案 第 1 3 号  令 和 ２ 年 度 小 城 市 後 期 高 齢 者 医

療 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ３ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予

算 か ら 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 5 8 3 万 ４ 千 円 を 減 額 し 、 補 正

後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ５ 億 7 , 7 5 1 万 １ 千

円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 歳 出 に つ き ま し て

は 、 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 納 付 金 を 減 額 す る も の で

ご ざ い ま す 。  

歳 入 に つ き ま し て は 、 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 及 び 一

般 会 計 繰 入 金 を 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  
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次 に 、議 案 第 1 4 号  令 和 ２ 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会 計

補 正 予 算 （ 第 ３ 号 ） は 、 収 益 的 収 入 及 び 支 出 の 既 定 の

予 算 に 変 更 は な く 、 収 益 的 支 出 の 委 託 料 、 動 力 費 等 を

減 額 し 、 予 備 費 の 増 額 で 収 支 の 調 整 を 行 う も の で ご ざ

い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 1 5 号  令 和 ２ 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会 計

補 正 予 算 （ 第 ４ 号 ） は 、 収 益 的 収 入 の 既 定 の 予 算 に ２

億 2 8 0 万 ７ 千 円 を 追 加 し 、補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 1 5 億

3 , 8 7 9 万 ５ 千 円 と し 、 収 益 的 支 出 の 既 定 の 予 算 に 5 8 万

９ 千 円 を 追 加 し 、補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 1 3 億 3 , 6 5 7 万

７ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 収 益 的 支 出 は 、 減

価 償 却 費 を 増 額 し 、収 益 的 収 入 は 、医 業 収 益 を 減 額 し 、

医 業 外 収 益 は 、 国 保 調 整 交 付 金 及 び 新 型 コ ロ ナ 関 連 補

助 金 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 資 本 的 収 入 は 、 国 保 調 整 交 付 金 及 び 新 型 コ ロ

ナ 関 連 補 助 金 を 増 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 4 , 1 5 4

万 ７ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 1 6 号  令 和 ２ 年 度 小 城 市 下 水 道 事 業 会

計 補 正 予 算 （ 第 ３ 号 ） は 、 収 益 的 収 入 の 既 定 の 予 算 か

ら ２ 億 6 9 6 万 ６ 千 円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を

1 5 億 6 , 1 4 5 万 円 ３ 千 円 と し 、 収 益 的 支 出 の 既 定 の 予 算

か ら 1 , 5 8 0 万 ３ 千 円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を



7 

1 5 億 1 , 3 7 8 万 ７ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 収 益 的 支 出 は 、 処

理 場 や ポ ン プ 場 等 の 維 持 管 理 費 の 実 績 に よ り 減 額 し 、

収 益 的 収 入 は 、 他 会 計 補 助 金 を 減 額 す る も の で ご ざ い

ま す 。  

次 に 、 資 本 的 収 入 の 既 定 の 予 算 に １ 億 9 , 5 3 8 万 ６ 千

円 を 追 加 し 、補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 1 0 億 5 , 6 0 9 万 ６ 千

円 と し 、 資 本 的 支 出 の 既 定 の 予 算 か ら 1 , 9 6 8 万 ９ 千 円

を 減 額 し 、補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 1 5 億 5 , 6 1 6 万 ６ 千 円

と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 資 本 的 支 出 は 、 委

託 料 や 水 道 移 設 補 償 の 実 績 に よ り 減 額 し 、 資 本 的 収 入

は 、 他 会 計 補 助 金 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 1 7 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 予 算

で ご ざ い ま す が 、予 算 総 額 は 、2 0 6 億 6 , 4 4 5 万 ３ 千 円 で

ご ざ い ま す 。  

前 年 度 の 当 初 予 算 と 比 較 し ま す と 、 プ ラ ス 0 . 3％ 、

6 , 4 8 0 万 ４ 千 円 の 増 と な っ て お り ま す 。  

第 ２ 表  継 続 費 は 、「 固 定 資 産 評 価 替 業 務 委 託 事 業 」

と 「 小 城 岩 蔵 工 業 団 地 線 災 害 復 旧 事 業 」 に つ い て 、 事

業 の 総 額 、 期 間 、 年 割 額 を 定 め る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  債 務 負 担 行 為 は 、「 学 校 給 食 セ ン タ ー（ 仮 称 ）

改 築 事 業 モ ニ タ リ ン グ 支 援 業 務 委 託 料 」 に つ い て 、 事

業 の 期 間 、 限 度 額 を 定 め る も の で す 。  
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第 ４ 表  地 方 債 は 、「 牛 津 保 健 福 祉 セ ン タ ー 管 理 運 営

事 業 」か ら「 借 換 債 」ま で の 1 6 事 業 に つ い て 、起 債 の

目 的 、 限 度 額 な ど を 定 め る も の で ご ざ い ま す 。  

そ の ほ か 、一 時 借 入 金 の 借 入 の 最 高 額 を 1 5 億 円 と 定

め る も の で ご ざ い ま す 。  

な お 、 令 和 ３ 年 度 当 初 予 算 に つ き ま し て は 、 骨 格 予

算 と し て 編 成 し て お り ま す 。  

 

次 に 、 新 た に 取 り 組 む も の な ど 、 主 な 事 業 に つ い て

御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

ま ず 、 第 ３ 款  民 生 費 で ご ざ い ま す が 、 牛 津 保 健 福

祉 セ ン タ ー の 空 調 設 備 の 更 新 の た め の 「 牛 津 保 健 福 祉

セ ン タ ー 管 理 運 営 事 業 」、市 内 の 私 立 保 育 所 等 の 施 設 整

備 に 対 し 補 助 す る「 保 育 所 等 整 備 補 助 事 業 」、令 和 ３ 年

４ 月 か ら 新 し く 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 と し て 運 営 を

開 始 す る た め の 「 三 日 月 幼 稚 園 幼 児 教 育 ・ 保 育 事 業 」

な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

 

第 ４ 款  衛 生 費 で ご ざ い ま す が 、 新 公 立 病 院 の 用 地

取 得 や 設 計 委 託 の 負 担 金 と し て の 「 新 公 立 病 院 建 設 事

業 」 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

 

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で ご ざ い ま す が 、 園 芸 施 設 を

整 備 す る 農 家 に 対 し 補 助 す る た め の 「 園 芸 振 興 対 策 事

業 」、森 林 管 理 の 適 正 化 を 促 進 す る た め の「 森 林 経 営 管
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理 事 業 」 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

 

第 ８ 款  土 木 費 で ご ざ い ま す が 、 老 朽 化 し た 橋 り ょ

う の 補 修 の た め の「 橋 り ょ う 補 修 事 業 」、市 道 牛 津 駅 前

線 高 質 化 工 事 の た め の「 牛 津 駅 周 辺 整 備 事 業 」、空 家 等

の 除 却 に 対 す る 補 助 や 実 態 調 査 を 行 う た め の 「 空 家 等

対 策 推 進 事 業 」 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

 

第 1 0 款  教 育 費 で ご ざ い ま す が 、電 子 黒 板 等 の 更 新

に 伴 う リ ー ス 料 な ど の「 教 育 情 報 化 推 進 事 業 」、岩 松 小

学 校 と 三 里 小 学 校 の 水 泳 事 業 の 委 託 の た め の 「 小 学 校

水 泳 指 導 委 託 事 業 」、学 校 給 食 セ ン タ ー の 造 成 工 事 や ア

ド バ イ ザ リ ー 委 託 等 の た め の 「 学 校 給 食 セ ン タ ー （ 仮

称 ） 改 築 事 業 」 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

 

続 き ま し て 、 歳 入 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

第 １ 款  市 税 で ご ざ い ま す が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

感 染 症 の 影 響 を 考 慮 し 、 市 民 税 に つ き ま し て は 、 個 人

及 び 法 人 と も に 減 収 を 見 込 ん で お り ま す 。  

 

第 ９ 款  地 方 特 例 交 付 金 で ご ざ い ま す が 、 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ る 地 方 税 の 減 収 を 国 が 補

て ん す る 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 地 方 税 減 収

補 填 特 別 交 付 金 」 を 新 設 し て お り ま す が 、 金 額 が 見 込

め な い こ と か ら 費 目 存 置 と し て 計 上 し て お り ま す 。  
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第 1 0 款  地 方 交 付 税 、 第 2 1 款  市 債 の う ち 臨 時 財

政 対 策 債 で ご ざ い ま す が 、 国 の 地 方 財 政 計 画 を 考 慮 し

た 見 込 み 額 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

そ の 他 の 歳 入 で ご ざ い ま す が 、 各 事 務 事 業 に 伴 う

国・県 支 出 金 、分 担 金 及 び 負 担 金 、市 債 な ど を 計 上 し 、

財 源 調 整 と し て 財 政 調 整 基 金 繰 入 金 を 計 上 す る も の で

ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 1 8 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保 険

特 別 会 計 予 算 で す が 、 予 算 総 額 は 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

4 8 億 3 , 3 0 9 万 ３ 千 円 で ご ざ い ま す 。 前 年 度 の 当 初 予 算

と 比 較 し ま す と マ イ ナ ス 1 . 1％ 、5 , 3 4 7 万 ８ 千 円 の 減 と

な っ て お り ま す 。  

主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 歳 出 で は 、 保 険 給 付 費 、

国 民 健 康 保 険 事 業 費 納 付 金 を 計 上 し 、 歳 入 で は 、 国 民

健 康 保 険 税 、 県 支 出 金 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 1 9 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 後 期 高 齢 者 医

療 特 別 会 計 予 算 で す が 、 予 算 総 額 は 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ

れ ５ 億 7 , 3 9 3 万 ７ 千 円 で ご ざ い ま す 。 前 年 度 の 当 初 予

算 と 比 較 し ま す と プ ラ ス 0 . 0 4％ 、2 3 万 ８ 千 円 の 増 と な

っ て お り ま す 。  

主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 歳 出 で は 、 後 期 高 齢 者 医

療 広 域 連 合 納 付 金 を 計 上 し 、 歳 入 で は 、 後 期 高 齢 者 医
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療 保 険 料 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 2 0 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会 計

予 算 で す が 、 収 益 的 収 入 及 び 支 出 の 総 額 は 、 そ れ ぞ れ

３ 億 1 , 4 1 3 万 ２ 千 円 で ご ざ い ま す 。  

収 益 的 支 出 に つ き ま し て は 、 佐 賀 西 部 広 域 水 道 企 業

団 か ら の 受 水 費 、 施 設 の 維 持 管 理 費 、 固 定 資 産 の 減 価

償 却 費 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

収 益 的 収 入 に つ き ま し て は 、 給 水 収 益 、 受 取 利 息 及

び 配 当 金 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

次 に 、 資 本 的 支 出 に つ き ま し て は 、 配 水 管 布 設 替 え

等 の 建 設 改 良 費 、 起 債 の 償 還 金 な ど 9 , 1 0 4 万 ３ 千 円 を

計 上 し 、資 本 的 収 入 に つ き ま し て は 、一 般 会 計 出 資 金 、

工 事 負 担 金 と し て 1 , 1 4 0 万 ７ 千 円 を 計 上 し て お り ま す 。 

 

次 に 、議 案 第 2 1 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会 計

予 算 で す が 、 収 益 的 収 入 及 び 支 出 の 総 額 は 、 そ れ ぞ れ

1 3 億 4 , 2 1 3 万 円 で ご ざ い ま す 。  

収 益 的 支 出 に つ き ま し て は 、 給 与 費 、 薬 品 等 の 材 料

費 な ど の 医 業 費 用 、 企 業 債 の 支 払 利 息 、 消 費 税 及 び 地

方 消 費 税 な ど の 医 業 外 費 用 を 計 上 し て お り ま す 。  

収 益 的 収 入 に つ き ま し て は 、 入 院 収 益 、 外 来 収 益 な

ど の 医 業 収 益 、 預 金 利 息 や 不 採 算 地 区 病 院 の 運 営 に 要

す る 経 費 な ど の 他 会 計 負 担 金 な ど 医 業 外 収 益 を 計 上 し

て お り ま す 。  
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次 に 、 資 本 的 支 出 に つ き ま し て は 、 デ ジ タ ル マ ン モ

グ ラ フ ィ ー 等 の 医 療 用 機 器 を 購 入 す る た め の 建 設 改 良

費 、 企 業 債 償 還 金 な ど の 総 額 と し て 4 , 5 9 6 万 ６ 千 円 を

計 上 い た し て お り ま す 。  

資 本 的 収 入 に つ き ま し て は 、 企 業 債 の 元 金 に 係 る 一

般 会 計 負 担 金 、 医 療 機 器 整 備 の た め の 出 資 金 な ど の 総

額 と し 2 , 1 2 7 万 ６ 千 円 を 計 上 い た し て お り ま す 。  

な お 、 資 本 的 収 入 で 不 足 す る 額 は 、 過 年 度 損 益 勘 定

留 保 資 金 で 補 て ん す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 2 2 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 下 水 道 事 業 会

計 予 算 で す が 、収 益 的 収 入 に つ き ま し て は 、1 6 億 2 , 9 8 1

万 ２ 千 円 、 収 益 的 支 出 に つ き ま し て は 、 1 5 億 7 , 6 3 1 万

７ 千 円 で ご ざ い ま す 。  

収 益 的 支 出 に つ き ま し て は 、 施 設 の 維 持 管 理 費 、 固

定 資 産 の 減 価 償 却 費 、 企 業 債 利 息 の 償 還 金 な ど を 計 上

し て お り ま す 。  

収 益 的 収 入 に つ き ま し て は 、 下 水 道 使 用 料 、 集 団 整

備 事 業 負 担 金 、他 会 計 補 助 金 な ど を 計 上 し て お り ま す 。 

次 に 、 資 本 的 収 入 に つ き ま し て は 、 1 6 億 3 5 3 万 ４ 千

円 、 資 本 的 支 出 に つ き ま し て は 、 2 1 億 1 , 5 3 8 万 ４ 千 円

で ご ざ い ま す 。  

資 本 的 支 出 に つ き ま し て は 、 下 水 道 管 渠 、 処 理 場 及

び 合 併 浄 化 槽 等 の 建 設 改 良 費 、 企 業 債 元 金 の 償 還 金 な

ど を 計 上 し て お り ま す 。  
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資 本 的 収 入 に つ き ま し て は 、企 業 債 、他 会 計 補 助 金 、

国 県 補 助 金 、 受 益 者 負 担 金 ・ 分 担 金 な ど を 計 上 し て お

り ま す 。  

次 に 、 継 続 費 に つ き ま し て は 、 令 和 ３ 年 度 か ら 令 和

４ 年 度 ま で の 「 小 城 市 下 水 道 事 業 経 営 戦 略 改 定 及 び 使

用 料 改 定 業 務 」 の 事 業 に つ い て 、 総 額 と 年 割 額 を 定 め

る も の で ご ざ い ま す 。  

企 業 債 に つ き ま し て は 、 公 共 下 水 道 事 業 、 特 定 環 境

保 全 公 共 下 水 道 事 業 、 農 業 集 落 排 水 事 業 及 び 浄 化 槽 事

業 の 建 設 改 良 に つ い て 起 債 の 目 的 、 限 度 額 等 を 定 め る

も の で ご ざ い ま す 。  

そ の ほ か 、一 時 借 入 金 の 借 入 の 限 度 額 を 1 0 億 円 と 定

め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 2 3 号  小 城 市 監 査 委 員 の 選 任 に つ い て

で ご ざ い ま す が 、 監 査 委 員 の 古 川
ふ る か わ

 吉 光
よ し み つ

氏 は 令 和 ３ 年

５ 月 1 0 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の で 、後 任 の 監

査 委 員 と し て 古 川  吉 光 氏 を 選 任 す る た め 、 地 方 自 治

法 第 1 9 6 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 同 意 を 求 め る

も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 2 4 号  令 和 ２ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正

予 算（ 第 1 2 号 ）で ご ざ い ま す が 、既 定 の 歳 入 歳 出 予 算

に 、 そ れ ぞ れ ６ 億 8 , 1 3 8 万 ５ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の

予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 8 2 億 8 , 1 2 1 万 ９ 千 円
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と す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ２ 表  継 続 費 補 正 は 、「 道 路 網 及 び 都 市 計 画 道 路 見

直 し 事 業 」 の 総 額 と 年 割 額 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

第 ３ 表  繰 越 明 許 費 補 正 は 、「 テ レ ワ ー ク 推 進 事 業 」

か ら「 公 立 学 校 施 設 災 害 復 旧 事 業 」ま で の 4 0 事 業 を 追

加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ４ 表  債 務 負 担 行 為 補 正 は 、「 三 日 月 保 健 福 祉 セ ン

タ ー 指 定 管 理 料 」か ら「 資 源 物 収 集 運 搬 処 理 委 託 料（ 硬

質 プ ラ ス チ ッ ク 収 集 追 加 分 ）」ま で の ３ 事 業 を 追 加 す る

も の で ご ざ い ま す 。  

第 ５ 表  地 方 債 補 正 は 、「 県 営 農 業 競 争 力 強 化 基 盤 整

備 事 業 」 か ら 「 減 収 補 填 債 」 ま で の ９ 事 業 を 追 加 す る

も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、「 教 育 情 報 化 推 進 事 業 」及 び「 保 健 福 祉 施 設 災

害 復 旧 事 業 」の ２ 事 業 を 廃 止 し 、「 県 営 地 盤 沈 下 対 策 事

業（ 佐 賀 中 部 地 区 ）」か ら「 公 立 学 校 施 設 災 害 復 旧 事 業 」

ま で の 1 0 事 業 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

そ れ で は 、 補 正 の 主 な も の に つ い て 、 ま ず 歳 出 か ら

御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

歳 出 の 主 な 内 容 は 、 実 績 に 応 じ た 事 業 費 の 減 額 に な

っ て お り ま す が 、 増 額 分 の 主 な も の に つ い て 御 説 明 申

し 上 げ ま す 。  

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で ご ざ い ま す が 、「 県 営 水 利 施
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設 等 保 全 高 度 化 事 業（ 三 日 月 東 部 地 区 ）」な ど の 県 営 事

業 負 担 金 や 「 農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 」 は 、 国 の 補 正 予

算 に 伴 い 、 事 業 費 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

第 ８ 款  土 木 費 で ご ざ い ま す が 、「 社 会 資 本 整 備 総 合

交 付 金 事 業（ 橋 り ょ う 補 修 ）」は 、国 の 補 正 予 算 に 伴 い 、

事 業 費 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

第 1 0 款  教 育 費 で ご ざ い ま す が 、「 学 校 給 食 セ ン タ

ー （ 仮 称 ） 改 築 事 業 」 は 、 国 の 補 正 予 算 に 伴 い 、 令 和

３ 年 度 の 計 画 を 前 倒 し 、 事 業 費 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

以 上 、 歳 出 の 主 な も の を 申 し 上 げ ま し た が 、 歳 入 に

つ き ま し て は 、 事 務 事 業 に 伴 う 国 ・ 県 支 出 金 、 分 担 金

及 び 負 担 金 、 市 債 な ど を 計 上 し 、 財 源 調 整 と し て 財 政

調 整 基 金 繰 入 金 を 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 地 方 創 生 臨 時

交 付 金 は 、 国 か ら 交 付 決 定 が あ り 、 国 庫 支 出 金 を 計 上

し て お り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 2 5 号  令 和 ２ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正

予 算（ 第 1 3 号 ）で ご ざ い ま す が 、歳 入 歳 出 予 算 の 総 額

に 、 そ れ ぞ れ 1 , 0 3 3 万 ６ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算

の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 8 2 億 9 , 1 5 5 万 ５ 千 円 と す

る も の で ご ざ い ま す 。  
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補 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、歳 出 は 、「 救 急 医 療 施 設

等 運 営 参 画 事 業 」 に 係 る 費 用 を 計 上 し て お り ま す 。  

ま た 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 地 方 創 生 臨 時

交 付 金 に つ き ま し て 、 令 和 ２ 年 度 の 国 か ら の 交 付 金 額

及 び 実 施 事 業 が 固 ま り ま し た の で 、 そ れ ぞ れ の 事 業 に

交 付 金 を 充 当 し 財 源 組 替 を 行 う も の で す 。  

歳 入 は 、 国 の ３ 次 補 正 に 伴 い 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

感 染 症 対 応 地 方 創 生 臨 時 交 付 金 の 追 加 が ご ざ い ま し た

の で 、 増 額 分 を 計 上 し 、 財 源 調 整 と し て 財 政 調 整 基 金

を 減 額 し て お り ま す 。  

 

以 上 、 今 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ

き ま し て は 、 そ の 概 要 を 御 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 御

審 議 の 上 、 御 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上

げ ま し て 、 提 案 理 由 の 御 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  


